
佐賀県外来医療計画（案）【概要】

従前：人口10万人対医師数
外来医療機能の偏在の是正

今回：外来医師偏在指数（対象：診療所医師）

【以下の情報を加味】
●医師の年齢階層別による労働時間
●患者流出入
●人口構成（年齢階層別受療率）
●外来に関する診療所対応の割合

医療圏 外来医師
偏在指標

外来医師多数区域
(全国上位1/3)

全国 106.3

中部 132.0 ○
東部 146.8 ○
北部 99.0

⻄部 103.1

南部 110.8 ○

目的：外来医療機能の偏在状況を提示することにより、多数区域
への新規参入者の行動変容を促す（診療所偏在の是正）

新規開業する方へは、地域で不足している外来医療機能（例：
初期救急・公衆衛生・在宅医療）を担っていただくことを求める。

高額医療機器の共同利用
圏域名

平成30年4月
時点

調整人口あたり台数

ＣＴ ＭＲＩ ＰET マンモグラ
フィー

放射線治療
（体外照射）

全国 11.1 5.5 0.46 3.4 0.91
佐賀県 15.6 8.4 0.24 5.1 0.58
中部 16.3 11.2 0.58 4.9 0.87
東部 15.0 4.9 0.00 8.1 0.00
北部 14.3 8.1 0.00 3.9 0.72
⻄部 13.4 5.0 0.00 5.4 0.00
南部 16.9 6.6 0.00 3.9 0.59

人口減少が見込まれる中、高額医療機器を効率
的に活用するため、共同利用をさらに組織的に進
めて行こうというもの

※指標はあくまでも相対的なものであり、診療科の偏在状況
や、細やかな地域での状況を示していないことに留意！

資料５


